
個人トータル表

男子 令和8年2月15日 14:45 開始

決勝

◎ 23 29
91 28 15 85

19 22
21 19

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 鈴木　勇功 12 0 5 2 3 1 木下　梁 0 0 0 0 0

* 5 中村　颯斗 27 4 5 5 1 * 3 佳咲　凱雅 11 2 2 1 1 TO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 大森　来玖 3 0 1 1 1 5 舟谷　帆貴 - - - - - TeamA : : 39:07 : : : : : :

* 7 新井　伸之助 12 1 4 1 1 11 室　翔亜 2 0 1 0 2 TeamB 13:52 : 33:34 37:38 39:44 : : : :

* 8 佐藤　久遠 23 1 8 4 4 13 今西　大良 6 0 3 0 2

* 9 エトゥ　ブワシャ　エノック 14 0 7 0 4 14 森田　桧生 - - - - -

10 香月　遥斗 - - - - - * 17 善山　奏介 12 1 3 3 3

11 峰崎　仁 0 0 0 0 0 18 庄司　遥人 - - - - -

12 上羽　俊太朗 - - - - - 21 杉原　拓 11 2 2 1 4

13 八重樫　志温 - - - - - * 23 オチレベ　アレクサンダー 35 0 16 3 3

14 髙森　央 - - - - - * 32 中村　太優 4 0 2 0 5

15 笠置　奉生 - - - - - * 35 山崎　燦吾 4 0 2 0 1

16 朝田　勇希 - - - - - 44 河合　勇毅 - - - - -

17 羽生　敦城 - - - - - 87 徳永　久馬 - - - - -

18 伊保　日楽 - - - - - 89 松﨑　大地 - - - - -

ｺｰﾁ 大澤　徹也 ｺｰﾁ 山崎　翔一朗

Aｺｰﾁ 山﨑　健太郎 Aｺｰﾁ 奥田　翔

合　　　計 91 6 30 13 14 合　　　計 85 5 31 8 21

クルーチーフ： 北　村　　　仁

1stアンパイア： 塚　本　圭　右 2stアンパイア： 加　藤　　　毅 戦評： 記録： 県立明石高等学校

3rd
4th

1st
東山

第36回近畿高等学校バスケットボール新人大会
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京都精華学園
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得点経過 東山 京都精華学園

【第1Q】 京都精華＃3佳咲の３Pシュートが続けて決まる。＃23オチレベのバスケットカウントもあり、勢いを作った

京都精華がリードを広げる。しかし、東山も＃7新井のシュート等で着実に点差を縮めた。両チーム、オンボール

ピックとトランジションの早さを生かしたオフェンスで得点を重ね、東山23－29京都精華の6点差で第1クォーター終

了。

【第2Q】 東山が攻撃のスピードを上げる。＃5中村のトランジション3Pシュートとスティールからのレイアップ、＃9

エノックのリムランからのゴール下シュートが立て続けに決まり、東山が逆転に成功。京都精華は前半1回目のタ

イムアウトを取る。その後、東山は＃7新井のシュートを中心に得点を重ねる。対して京都精華も＃17善山が

シュートを決め、一進一退の攻防が続くが、東山＃5中村がステップバックからの3Pシュートで会場を沸かせる。フ

リースローでも確実に得点を重ね、東山51－44京都精華と、東山がやや前に出る形で前半終了。

【第3Q】 京都精華＃23オチレベがゴール下の得点を重ね、京都精華が流れを掴むかと思われたが、東山＃5中

村が3Pシュートを二連続で沈める。しかし、＃5中村三本目の3Pシュートがブロックされてしまい、ターンオーバー。

素早く走り出した京都精華＃3佳咲がバスケットカウントを決め3点プレーとなる。そのまま京都精華は＃23オチレ

ベや＃32中村がゴール下に走りこむ形でトランジションを早め、東山70－66京都精華と点差を4点に縮め、勝負は

第4クォーターへ。

【第4Q】 第4クォーター開始とともに、東山＃8佐藤が3Pシュートを決める。さらにミドルシュートでも得点を重ねる。

対する京都精華はシュートが決まらない苦しい時間が続く。残り6分で京都精華は後半1回目のタイムアウト。この

時、点差は東山77－70京都精華の7点差。試合時間残り3分、点差は3点に迫るが、東山＃5中村が連続得点を

重ね、京都精華は後半2回目のタイムアウト。京都精華は＃23アレクサンダーのゴール下を中心に猛追するが、

東山は＃4鈴木の活躍もあり、東山91－85京都精華と東山が逃げ切る形で試合終了。


